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I　はじめに

　小学校から大学までのスポーツ教育全体における，今までのスポーツに対する考え方（教師

の指導観，学習者の学習観，授業観，両者のスポーツ観などを含む）で，スポーツがうまく出

来るようになれた者は，それでよかったのだろう。つまり，スポーツが出来るというレベルは

幅広いが，」応出来るようになれた者は，社会人にたってもスポーツ的自立をする可能性は高
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いだろうということである。本稿では，技の仕方の強さや，ゲームでの勝ち負けにはあまり関

係なく，技を，ゲームを（以下には技を，ゲームをという言葉は省略する）「その者だり」に

安定してコィトロール出来るか．どうかを，出来る，出来ないの判断とする。しかし，スポーツ

教育最後の段階を終えても出来ない者が少なからずいる現実があり，彼・らがスポーツ的自立を

する可能性は低いものと思われる。何も学校体育のスポーツ教育で習うスポーツ種目が，全て

出来たければいけたいということではなく，一種目でもスポーツ的自立へ繋がればよしと考え

る。もっと言えば，人問が生きるということから考えると，他の楽しみがあれば何もスポーツ

は出来たくてもいいことであろう。しかし，現実に生涯スポーツ（スポーツ的自立）を目指し

て小学校から大学までスポーツ教育があるのだから，最後の段階を終えても出来ない者がいる

ことは，どこかに問題があるのだろう。今までのスポーツ教育全体において，特に出来そうに

たい者が，うまく出来るようにたることにマイナスに影響する慣習的た狭い考え方（授業に対

するよくたいイメージや，狭いスポーツ観だと）があったと考える。それらの考え方の幅を広

げるには，小学校か一ら大学まで，どのようにスポーツの仕方を伝えれば良いのかを，特に技の

仕方における「形」と「感じ」をどのように伝えればよいのかを，現象学的た見方（後で詳し

く考察するが，客観の捉え方が今までとは異なり，ものごとを捉える時に，特に主観を大切に

する見方）で考察していく。

皿　スポーツの本質的なことと本来のスポーツ教育のあり方

本章では，スポーツの本質的なことを考察Lて，スポーツ教育全体でスポーツの仕方をどの

ように伝えればよいのかという，いわば本来のスポーツ教育のあり方を考察する。

　1　スポーツの本質的なこと

　スポーツの本質的なことといっても，人間がスポーツをするのであるから，多くの人間がス

ポーツをすることの一般申な意味や，その仕方を指していると考えている。以下のような本質

的なことがあると考えられる。

・あらかじめ決められているルールの中で，両者（個人，またはチーム）が身体全体を使って

　の技を駆使して，その場面での課題を解決して勝ち負けを競うことを楽しむことにあると考

　えられる。スキー，水泳たどのように競わなくても楽しめるスポーツ（技）もあるが，たい

　ていの種目は競うだろう。普通，スポーツとはゲームをするこ一とで，いくつかの技を組み合

　わせてゲームが成立する。技の仕方において質的なこと（ラまさ）がないと，量的なこと（タ

　イム，スピードだと）をコント同一ル（量的なことを増やすこと，減ら十こと，それらの安

　定性も含む）出来たい関わりがある。また技の仕方のうまさがないと，ゲームの過程（他者

　との関係過程で，相手との攻防過程，味方との連係過程を含む）の良さは，ほとんど生まれ

　たい関わりがある。そして他者との関係過程の良さがたいと，普通ゲームは面白くたいし，

　結果の良さ（勝つこと）も得にくい関わりがある。つまり，技のうまさと量的なこととの関

　わりの求め具合に，またゲームの過程の良さと勝ち負けとの関わりの求め具合に奥深さがあ

　る。人間があるスポーツをしつづけるのは大なり小なりこれらの奥深さに引かれるからであ

　ろう。

・技の仕方，ゲームの仕方の奥深さをどこまで求めるかは個人の自由であること。
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・人間が生きるということから考えると，スポーツはしてもしなくてもいい自由があること。

　しかし筆者は，スポーツ的自立をより多くの人にして欲しいと考えている。

・スポーツに対する能力，考え方だどにおいて様々た人間がいるから，スポーツの仕方に幅広

　さがあること。

　スポーツの本質的なことからもスポーツの仕方の幅広さは窺えるが，もっと具体的に考察し

ておく。向かい合って二人が技を習得する練習場面，ゲームの動き（ポジションどり，味方と

の連絡，フォーメーションだと）を習得するゲーム練習の場面，試合場面などで，技わ仕方の

うまさと量的なこととの関わりをどのように求める（求められる）かということで，技の仕方

を幅広く出来る必要がある。∵またゲームの仕方においても，他者との関係過程の良さと勝ち負

けとの関わりをどのように求める（求められる）かということで，ゲームの仕方の幅広さがあ

る。多くのスポーツ種目において，個々の技があまりうまくコントロール出来なくても簡単に

ゲームの形がとれる性質もあるが，その時，他者との関係過程に面白さはほとんどないだろう。

しかし，お互いが技をうまくコントロール出来，その量的なことも増え，また出来る技の数も

増えれば，他者との関係過程が切りがたく奥深くなる性質もある。この奥深さをどのように求

めるかに各自の自由があると前述したが，より多くの学習者をスポーツ的自立へ導くスポーツ

教育を実践しようとするなら，この自由をどのように学習者に伝えるかが，教師の欠きた役目

となるだろう。

　2　より多くの学習者をスポーツ的自立へ導くスポーツ教育全体のあり方

＜みんたに対して「技のはじめからの指導」をする必要性＞

　スポーツをするとは一般的にゲームをすることで，ゲームをその者たりにコントロールでき

るように指導したいと，学習者をスポーツ的自立へは導けたいだろう。ゲームができるために

は，そのゲームに最低限必要た技をコントロニル出来ることが，またその種目に最低限必要な

ゲームの動きを身につけておくことが必要であろう。技一つを習得するにしても，いくつかの

まとまりのある運動（それがまた一つの技である場合もある）を，ある程度自由に出来る必要

がある。例えばテニスでのグランドストロークを習得するには，走れること，ボールの飛び具

合を予測でき飛球をキャッチ出来ること，ラケットを振れることたどが身についている方がよ

いだろう。つまり，レディネスの問題である。レディネス不足の上に，ラケットを一気に振り

出す，．インパクト後すぐにラケット面を振り回すたどの癖わ動きを持つ者もいる。これらの癖

はグランドストロークを習得するには普通，マイナス要因である。他の種目の技においてもレ

ディネス不足で，癖の動きを持つ者もいるだろう。いわば「出来そうにたい者」である。もち

ろん，練習すれば出来るようにたれる意味を含めての表現である。

　どの学校段階でも1クラス30～40人の学習者の中には，出来そうにたい者もいるだろう。技

の指導において出来そうにたい者に対しては，その能力状態に適した指導からスタートをして

小刻みに段階をあがって行く，いわば個における「縦の繋がりある指導」が必要である。技は

身体で覚えるr暗黙知」1）（「身体知」2））であり，彼らはレディネス不足で，癖の動きを持つこ

とが多いから，「綾の繋がりある指導」が必要であることは当然のことであろう。また技を習

得する時，キャッチボールのように投げる技がうまく出来たいと，捕球する枝もうまくたれた

い関係がある，セットでする技も多い。例えばバレーボールてたら，サービスがうまく出来た

いと相手がサーブレシーブがうまくたれない，アタックがうまく出来たいと相手がアタックレ
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シーブがうまくたれたいことである。つまり，セットでする技では，出来そうにない者同志は

もちろんのこと，出来る者と出来そうにたい者とのr横の繋がりある指導」（お互いが相手を

うまくさせるようにr共存」させる指導）が必要ということである。水泳，スキーたどのよう

に個人でする技では，この意味での共存はたいが，特に授業では学習者同志で，お互いに大事

なポイントをチェックさせるという意味での共存李必要であろう。この横の繋がりある指導が

ないと，個における縦の繋がりある指導もできないことにたろう。縦，横の繋がりある指導が

必要とし．・うことは，そのクラスの中で一番出来そうにたい者の能力状態に合わせた指導で，た

お技の仕方における量的なことよりも，一先ずはうまさを水ある指導（二つの指導をあわせて「技

のはじめからの指導」とする）が，クラスのみんたに対して始められる必要があるということ

である。

　どの学校段階でも技のはじめからの指導カミたされると，出来そうにない者に「自分感覚」（技

の仕方のうまさと量的なこととの関わりを，自分の能力状態からどのように求められるかを感

じ取る感覚）が育ってくると考えられる。そして技の指導，ゲームの指導で求められているこ

とが，自分にとってはどうたのかと彼らが判断するようにたる可能性も，またうまくたろうと

すち意欲が持続する可能性も高くなるだろう。さらにどの学校段階でも，すぐ出来そうな者も，

もう出来ている者も，この技のはじめからの指導を受けると，彼らが「他者感覚」（自分が出

来始めた時の自分感覚で，出来そうにない者が技が出来たい気持ちなども含めての感じを，多

少とも感じ取れることに繋がるような感覚）を持つ可能性も，また幅広い実技能力を持つ可能

性も高くたるだろう。すると彼らと出来そうにたい者との共存関係が生まれる可能性も高くた

ると考えられる。そもそも技がうまく出来るようにたると，練習すればするほどもっとうまく

たれるし，量的なことも増すのだから，みんなに対して技のはじめからの指導をして，出来る

者と出来そうにたい者とを共存させることは，何も出来そうにない者だけへの心づかいではた

いだろ一 ､。またスポーツに対して様々た能力，考えを持つ人がおり，社会でより多くの人がス

ポーツ的自立をするには，スポーツをする人の多くが共存できる幅広い実技能力，幅広いスポー

ツ観（技やゲームの仕方に幅広さがあることを実感していること）を持つ方がよく，そのこと

にも，みんたに対しての技のはじめからの指導は良い影響を与えるだろう。どの学校段階でも，

技のはじめからの指導がなされるたら，出来そうにたい者も高学年になるほど実技能力も高ま

り，高学年での技のはじめからの指導のスタートレベルも高まっていくだろう。

　＜「指導の一貫性」について＞

　ゲームの仕方を指導することに関しても，個における縦の繋がりある指導と，横の繋がりあ

る指導が必要であろう。つまり，ゲームの動きの指導において，出来る者とその動きが出来な

い者とを共存させる指導，学習者たちがコントロール出来る技の数や，その出来ぐあいに適す

るゲームの仕方（工夫されたゲーム）の指導だと，ゲーム習得への順序性を踏む指導のことで，

いわば「共存させてから競争させる指導」ということである。共存させてから競争させ．る指導

が，どの学校段階でも実践されることが，より多くの学習者がその者たりにスポーツが出来る

ようにたるために必要なことと考えられる。その時，個々の技において，みんなに対してはじ

めからの指導がなされないと，ゲームの指導において，共存させてから競争させる指導は出来

たいということを，各教師が肝に銘じる必要があると考える。つまり，技の指導とゲームの指

導との繋がりが生まれることで，どの学校段階のどの授業でもこの繋がりがあると，スポーツ

教育全体を通して学習者全体の実技能力のレベルアップが望める「指導の一貫性」（学習者全
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体に対しての縦の繋がりある指導）があるということである。

皿　現状のスポーツ教育全体の問題性

　1　スポーツ教育全体の現状

　本章では，スポーツ教育全体の問題性を探るために，スポーツ教育最後の段階の状況を振り

返って見る。筆者が大学一般体育でテニス，水泳，パドミソトソなどを指導している実感から，

また筆者の保健体育理論の受講者（平成6年度後学期）に，それまでのスポーツ教育について

アンケート調査をした結果から，スポーツ教育全体の現状を見てみる。特に出来ない者に視点

をあてる。

　＜「皆に同じ指導」傾向が強く，「技のはじめからの指導」は少ない傾向＞

　プ般的にはまだ大学生にたって初めて学ぶ者が多いテニスで，一学期の授業が終わってもグ

ランドストロークが出来ない者もいる。もちろん筆者の指導にも問題があるだろう。特に出来

そうにない者に対しては緩い，短い打球でラリーが出来るようにと導入する。緩く，短く投げ

られたボールのよい打点がとれ，ラケットの振り出しのタイミングがあい，打球方向，角度に

面を向けてボールに当てることができれば（最初はラケットを振り抜かせないように指導する）

ショートラリーができるようになる。そのラリーをしているとレディネス不足の充足も出来，

振。り出しのタ’イミソグも身につき段々長い距離での普通のラリーができるようにたると指導す

る。3〕普通のラリーが出来てもスピード感覚が少ない者が速い打球でラリーをするには，また

時間が必要である。ところが出来そうにたい者が，自分の能力状態を顧みずに普通に長い打球

を，またある程度スピードのある打球を習い始めから打とうとする傾向がある。つまり，ラケ

ットを一気に振り出し，振り抜いてしまう傾向であり，ほとんど打球をコントロール出来たい。

相手も打ちやすい打球を返してくれないことにたり，出来そうにない者はレディネス不足の充

足も出来ない，振り出しのタイミングも身につかたい，癖の動きも修正できないで，グランド

ストロークをその者たりに安定して出来たいまま授業が終わるようである。バドミントンの授

業でも，出来そうにない者には，同じような傾向があると感じている。彼らに対してテニスを，

バドミントンを体験させただけで授業が終わるようで筆者は残念に思っている。

　出来そうにない者は，グラソドス・トロークとはラケットを振り抜いてしまうもの，ある程度

のスピードの打球を打つものというイメージに縛られ（まるで「身体的な思いこみ」を持つよ

うである），さらに自分感覚が育っていなくて（今の自分にとってその課題，その打ち方が適

しているかどうかを判断できたい），彼ら自らが習い始めからうまさと量的なことを同時に求

めている傾向である。テニスの道具は，少し力を入れると打球は飛び過ぎるし，打球方向，角

度に面をきちんと向けてスイートスポットにボールを当てたいと打球はコントロール出来ない

ように，他の種目の道具と比べると融通性が少ないようである。この道具の性質も，彼らの能

力状態も考慮しセ，技のはじめからの指導をしている積もりであるが，．それまでのスポーツ教

育のあり方との関わりからか，彼らがこの指導を評価してくれたいことも多い。つまり，それ

までのスポーツ教育において「グランドストロークは素振りから」のように，ある決まった形

にみんなをはめ込もうとした「課題優先の指導」傾向が強く，その人問の能力状態（ここでた

らラリーをする二人の能力状態）に適する課題を与える「人問優先の指導」が少なかった傾向

の影響があると考えられる。大学生で平泳ぎがうまく出来ない者に，一度伸びた姿勢をとり休
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む時間を作れる平泳ぎが出来るようにと，手と脚の動きのコソピネーションを身につけるため

に，けのびの姿勢から身体が進またくてもいいから手と脚をゆっくり動かし，一回だけ伸びた

姿勢が取れたらよいという課題を与える。しかし何回も手と脚を速く動かし，まるで速く進も

うとするようた平泳ぎをする者が多い。もちろん，休む姿勢は取れたい。これはそれまでの平

泳ぎの指導においても，ひいては水泳指導においても習い始めから誰にも量的なことも求めて

の課題優先の指導傾向が強かったことを示しているものと思われる。グランドストロークで緩

い打球がきてもよい打点を予測できたい，スイートスポットにボールを当てられたいようなレ

ディネス不足の者がいることも，それまでの球技や基本の運動においても課題優先の指導傾向

が強く，技のはじめからの指導が少なかったことを示しているのではないだろうか。確かに怪

我だとの危険性のあるスキー，器械運動などでは，技のはじめからの指導があるが，危険性の

少ない球技などでは，技のうまさと量的なことを同時に誰にも求める「皆に同じ指導」傾向が

強くあったようである。

　＜r指導の一貫性」はあっただろうか〉

　水泳，バレーボールは小学校，あるいは中学校で習い始めたら普通，毎学年学ぶようである。

それでも大学生にたって泳げたい者，泳げても25mだけしか泳げたい者，クロールで息継ぎが

出来ない者（88人中12人），顔を水に入れたいで上体を45度ぐらい立てたまま平泳ぎをする者，

6人制バレーボールのゲームでアタックをしたことがたい者（86人中22人），アタックをする

前の助走をするための「引く動き」を知らない者（39人），アタックレシーブが出来ない者な

どがいる。また，中学，高校，大学を通じて相当長い時間，バドミントンの授業を受けてきた

のにトップアソドパック，サイドバイサイドのポジションどりを習っていない者（42人中27人）

もいる。水泳でも，バレーボールでも担当教師は毎学年変わるのが普通であろう。そこに，み

んなに対して技のはじめからの指導をすることが原則としてあれば，担当教師が変わっても小

学校から大学へと，特に出来そうにたい者に対して「指導の一貫性」もあり，出来ない者の数

も減るものと考える。ところがスポーツ教育全体の現状では，高学年にたるほどすでに習って

きた種目だからと，技のはじめからの指導が少なくたるようである。また出来る者が出来そう

ヒない者と共存してくれるなら指導の一貫性も生まれるが，共存できない場面をよく見かける。

バレーボールのアタックとそのレシーブの関係が，またテニスの上からのサービスとそのレ

シーブの関係がその典型例である。特にセットでする技を習得する時，出来そうにたい者が技

をうまく出来るようになれたい傾向があることは，出来る者の実技能力の幅が狭いご。と幸，出

来る者に他者感覚が育っていたいことも意味しているものと考えられる。これではゲームの動

きを習得する時の共存も難しいことにたり，工夫されたゲームをすることも難しく，特に出来

そうにたい者に対して，指導の一貫性はほとんどないと言えるだろう。極論すれば，出来そう

にたい者にとっては，ゲームに入るまでのはじめの指導（技のはじめからの指導）と，中の指

導（ゲームの動き習得時の共存）がたいまま競争をしていたことにたるだろう。こんだ指導傾

向がある上に，授業時間の多くを割いてゲームを，しかも彼らにとってもみんたと同じ条件で

のゲームをさせる傾向も強かったようである。

　大学生になってスポーツがその者たりに，まだうまく出来ない者のスポーツに関する自分観，

スポーツ観，授業観などを筆者の実感から以下に挙げておく。「運動神経が鈍いからもうスポー

ツは出来たい」という自分観を，あるいは逆に自分感覚が育っていたくて出来るみんなと「早

く同じようにならたければ」という自分観を持っている者がいるようである。スポーツがうま
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く出来なくても，「その場（授業の場）が楽しければいい」というスポーツ観を持つ者カ…いる

ようである。これは授業観でもあるが，裏を返せば今まで技をうまくコントロール出来た方が

楽しいことを，つまり自分の能力状態に適した「出来る」があることを実感していたいことで

あろう。技の仕方のコツが身につけば，うまく出来るようにたれるのに，それが待てたいで，

例えば水泳ならとにかく身体が進めばいい，球技たらとにかくボールが飛べばいいという傾向

がある。技を安定してコントロール出来るようにたることを望んでいない者一もいるようである。

技の仕方も，ゲームの仕方も過程抜きの結果主義的実践傾向（うまく出来なくても勝ちたい）

が強いと思われる。授業はスポーツをうまく出来るように教えて貰う場ではたく，スポーツを

体験させて貰う場と考えている者もいるようである。もちろん，自分観，スポーツ観，授業観

などが相互に関連しあっている。さらに出来る者のそれぞれがまた関連してくることは，ここ

までに考察してきたことである。

　2　スポーツ教育全体の問題性

　前節でスポーツ教育全体の現状を大ざっぱに見てきた。皿章での本来のスポーツ教育のあり

方と，現状を比べるとスポーツ教育全体の問題性は見えできただろう。．

　スポーツ教育全体の目的は，より多くの学習者をスポーツ的自立に導くことである。スポー

ツ教育最後の段階を終えても，スポーツがその者だりにうまく出来たいで，スポーツ的自立に

繋がりにくい学習者を育てている傾向がある。このことがスポーツ教育全体の∵番の問題点と

考える。より多くの学習者をスポーツ的自車に導くには，スポーツに対して様々な人問がいる

のだから，幅広いスポーツ観を育てる必要があるだろう。ところが出来る者が出来そうにたい

者と共存できる幅広い実技能力を，他者感覚を持っていたい傾向があることを，また出来そう

にたい者にも，自分感覚が育っていたい傾向があることを考察してきた。これでは技の仕方，’

ゲームの仕方を学ぶ時に，両者が共存出来たい状態を作っていることであり，スポーツ観が広

いとは言えないだろう。スポーツ的自立に繋がりにくい学習者が育っている問題を感じている

教師は多いと思う。しかしこの問題が・スポーツ教育全体で幅広いスポーツ観を育てていない

ことに関わることを，また学習者全体に関わることを認識している教師は少ないように思われ

る。さらに幅広いスポーツ観を育てていたいことの要因が，また学習者全体に関わってスポー

ツ的自立に繋がりにくい学習者を育てていることの要因が，それぞれの種目において，みんた

に対して技のはじめからの指導からスタートすることが少ないことにあることに，ほとんど気

づかれていないことがスポーツ教育全体の問題性と考える。本来，スポーツの仕方に幅広さが

あるのに，その幅広さをスポーツ教育全体で狭めてきた問題性と考える。また本来，出来るよ

うにたると楽しいはずのスポーツが授業の中で苦しみにたっている者もいるようである。様々

た人問がいることやスポーツの本質的なことを考えあわせると，先の問題性を解決する努力を

しながらも，スポーツをしたくてもいい自由を認める種目選択制の制度をもっと考え直す必要

もあるだろう。これも，これから検討したければたらないスポーツ教育全体の問題性と考える。

v　「技のはじめからの指導」を実践するには

前章では，現状のスポーツ教育全体において，個々の技のはじめからの指導が少なかった傾

向があることを考察してきた。本章では，それはどうしてかを，またその指導を実践するには
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どうしたらよいかを考察していく。

　1　「技のはじめからの指導」が少なかった理由

　＜r技のはじめからの指導」と技の仕方の」r形」とr感じ」との関わり〉

　技のはじめからの指導とは，出来そうにたい者の能力状態に応じた指導で，技の仕方の量的

なことよりも，先ずはうまさを求める指導を意味した。技の仕方を伝えるには，技の仕方の「形」

とr感じ」を伝える必要がある。前者は言葉でも説明しやすいし，示範をすると学習者がよく

見える内容である（見えた通りに表現出来るかどうかは別問題である）。例えばグランドスト

ロークのスイングの軌跡，スイング中のインパクトポイント，クロールで水をかく道筋，かき

終ったあと腕を水の上を通して前に持っていく経過など，外から見られることである。だから

形と言っても物のように固定化されたものではなく「運動経過を含む形」である。複雑な動き

や，速い動きの技では，その「形」も見えにくい者もいるだろう。後者は言葉でも説明しにく

いし，示範をしても，特にその技が出来そうにたい者には伝わりにくい内容である。技をする

時の力の入れ方のタイミング，入れ加減，始動のタイミングなどで，外からただ見るだけで分

かる内容ではなく，いわば感じ取る内容である。技の仕方がうまく出来るようにたることには，

技の仕方の量的なことをコントロール出来るようにたることも含まれる。出来そうにない者は

レディネス不足の状態で，癖の動きを持つことが多く，習い始めは技の仕方の量的なことを求

めることは控えて，彼らに適するうまさを身につける必要がある。うまさを身につけるには，

「形」と「感じ」は一体関係だから，両者をうまく関わらせて表現できる必要がある。しかし

どちらかと言えば，「感じ」がうまく表現できないと，「形」もうまく表現できたいという関係

の方が強いようである。例えばテニスでの特にバックハンドのグランドストロークや，バドミ

ントンでのはね上げで，．一気にラケットを振り出す（「感じ」）者は，インパクトまでに作った

エネルギーをボールに，シャトルコックに伝えられたいよ一うにインパクト直後に面を振り回す

（「形」）ことが多いように。

　以上のことから，技のはじめからの指導に弟いては，出来そうにたい者の能力状態に適した

技の仕方のうまさを伝えるための「感じ」を伝えることに，特に重要た意味があると考えられ

る。しかし彼ら．の能力状態や，技によっては，「形」を習得させるために「感じ」を，あるい

は「感じ」を掴ませるために「形」を，出来る者が普通にして；いる技の仕方（以下に完成形と

いう）から大幅に変える必要もあるだろう。前述の平泳ぎの例で，伸びた姿勢で休みをとるた

めに手と脚のコンビネーション（「形」）を身につけようと，ほとんど進もうとしない腕のかき

と脚のけり（「感じ」を変化）をして，一回だけ伸びた姿勢をとる練習が前者の一例である。

もちろん，腕のかきと脚のけり（腕，脚の動きにも「形」と「感じ」が含まれる）の部分練習

をしてからの場面である。これも前述したがグランドストロークで，来ているボールにラケッ

トの振り出しのタイミングをあわせ，よい打点で打球方向，角度に面を向けて当て，緩く短く

打球をある程度コントロール出来ること（「感じ」）を身につけるために，横向きでラケットを

準備しているところへ投げられたボールをラケットを振り抜かないで打つ（「形」を変化）練

習が後者の一例である。技の仕方の量的た幅は広いし，出来そうにない者の能力状態は多様で

ある。特に彼らの能力状態に適するように技の仕方の量的なことを控え，技の仕方の「感じ」

をその多様さに合わすには，教師の主観的判断に重要な役割がある。その判断に，さらにはそ

の「感じ」を伝えることに難しさがある。このことが，「技のはじめからの指導」が少ないこ
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とに関係しているようである。

　＜「技のはじめからの指導」・と自然科学との関わり〉

　技のはじめからの指導が少なかったことは，人間優先ではたく課題優先の指導，つまり皆に

同じ指導傾向が強かったことと同じことであろう。技のはじめからの指導が少なかったことが

どうしてかと問うことは，人間は人間を，物を，事がら（スポーツをすることも事がら）をど

のように捉えてきたかと問うことと同じと考える。日常生活において，常識的には人間は他の

人間を一人ひとり違うと捉え，物（例えばリンゴ）をみんなが同じ物（リンゴ）と捉えている

だろう。すると事がらは，一人ひとり違うその人間のあり方との関わりで捉えていると考えて

よいだろう。ところが人類は物について，その人間のあり方に関係なく皆に同じ存在と捉えて

きたのと同じように，事がらについても，その人間のあり方に関係なく皆に同じように捉えら

れると考えてきたようである。そのことに関してフッサールは次のように述べている。少し長

いが引用する。rr自然の数学化」（時間・空間の異質性が取り払われてr均質化」され，おし

たべて計量可能なものにたってしまったこと）と「感性的性質の数式化」（暗い一明るい，硬

い一柔らかいたどの「感性的性質」の度合を数字で表現すること）の二つの達成によって，近

代の客観主義的，合理主義的た世界像が成立したと言います。重要なのは，このとき，「世界

の客観的実在」が厳密なかたちで言い当てられるはずだ，という理念がはじめて成立したとい

うこと，そしてここには，「世界の数式化」ということだけでたく，個々の事象の相互関係を

原因・結果として結ぶ「因果関係」もすべて確定できる，という信念が含まれていたというこ

とです。ここに近代科学の方法上の根本理念がある。（中略）もうひとつ重要たのは，この方

法が自然世界の領域のみたらず，「社会」，r文化」，r人間」といった存在そのものに適用でき

るはずだ，という考え方が現れたことだ。そして，まさしくこの考えから近代の諸学間の中に

収拾のつかない大きな混乱が現れた』4）と。簡潔に言えば，事がらに関しても個人の主観的判

断に関係なく誰にも妥当する「客観それ事体」5）があるとして，それを自然科学的た研究方法

で探し出せると考え，様々な分野でその客観で誰にも（人間皆同しように）対処できるとして

きた傾向があるということであろう。別な言い方をすれば，「同じ感覚器官から同じ情報が入

ってくるのだから人間皆同じように物事を捉える」6）と考えてきたことであろう。しかし「世

界がどんな主体にもまったく同一の存在として現れる条件はただひとつで，あらゆる主体の身

体性や価値評価が同じである場合だけです」7）と言われるように，人間皆同じように物事を捉

えると考えることは，極論すれば人間皆同じと想定してきたことであろう。つまり，事がらに

関しての誰にも妥当する客観を，自然科学的に探し出せるとしてきたことが，人間を皆同じよ

うに捉えられると想定することにたり，そのことがスポーツ指導においても皆に同じ指導傾向

を強くし，結果的に技のはじめからの指導を少なくすることに影響していると考えられるだろ

う。また，あれもこれものスポーツ種目をみんたに履修させる必修制度，1クラスの学習者数

が多い指導体制があることも，人間を皆同じように捉えられると想定してきたことの影響のよ

うに思える。

　＜「技のはじめからの指導」と現象学との関わり＞

　人間は自分の前に『現れた世界を「快，不快」「よい，悪い」「きれい，きたたい」という固

有の原理で分別する。この秩序付けの作業が共同化，一般化された時客観的た秩序を持った世

界が現れる。一人ひとりの人問にとってこのプロセスが忘れられているから客観世界がそれ自

体として初めからあるという仮像が生じていた』8）と言われる。人問が世界を固有の原理で分
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別するということは，r外界を，登録しておいたイメージと照合して，意味のある変化が現れ

たいかどうかを，常にチェックしている」9）ことを意味し、色眼鏡を通して物事を見ることを・

また自分の思い込みで物事を見るということも意味しているであろう。さらに湯川秀樹が「学

問というものは偏見をふやすことであり，一つの知識がふえればそれだけ偏見がふえます。し

かし新しい発見をするには，その偏見から自由にたらたければなりません。」1o）と述べている

ことにも通じるであろう。客観世界がそれ自体として初めからあるという仮象が生じていたこ

とには，人間は弱い立場で生まれ自己保存のためにも，生まれ落ちた世界に慣習的にある価値

観や考え方を，ほとんど疑うことたく受け入れる「習慣の威力」11）に弱い人間の習性も影響し

ていると筆者は考える。ちたみに自然科学とは『物事の存在が人問一般にとって持つ価値性つ

まり利用可能性を，誰にも「妥当」するコード（規則の体系）としてもらたそうとするも

の』12）といわれる。もともと人間は前もって持っているイメージで次に入ってくる物事を認識

しているのに，いわば自然科学の威力と，習廣の威力に弱い人問の習性とで，学習者も，教師

も，研究者も自然科学的見方が絶対という色眼鏡を植えつけられ，事がらの自分にとっての適

切を探すのではたく，すでにある客観をためらいもなく認めようとする傾向があると言えるの

ではたいだろうか。スポーツ教育においても特に出来そうにたい者が，客観に縛られ自分の主

観を大切に出来なくなる（自分感覚が育たたい）状況を，スポーツ教育全体で作ってきたよう

に思える。

　これに対して人間本来の姿を取り戻そうと，特に事がらに関しての『「真理，「ほんとう」は，

それ自体として存在するのではなく，主観の問で，相互了解の努力によってのみ導かれる。（こ

こでの「真理」，「ほんとう」とは客観的なことの意味と筆者は捉える）』13）ことを見極め，す

でに世の中にある客観といわれることも，」度は自分にとってはどうたのかと疑ってみるよう

にと，個人の主観を大切にする事を「現象学」14）が主張していると筆者は捉える。現象学では

相互了解を「間主観的に納得を得る」と表現しているが，スポーツ指導では技の仕方の感じを

教師と学習者の問で共感する面が重要なので，「問主観的に共感を得る」と筆者は表現してい

る。もちろん，ここで自然科学的思考法がよくたい，必要ないと主張しているのではたい。特

に技のはじめからの指導には，教師の主観に重要な役目があると前述した。世の中では自然科

学的思考法が強く，個人の主観を大切にする現象学的見方が今までは少なく，そのことが技の

はじめからの指導が少なかったことに影響していると言いたいのである。もう少し具体的に言

えば，客観はよく目に見える確かたこと，多数が認めることで木問一般にとって良い（受け入

れやすい）というイメージがあり，一方，主観は目に見えにくい曖昧たこと，個人的なことで

人問一般にとってはあまり意味のたいことというイメージがあったと考えられる。このイメー

ジに，技の仕方のr形」は見えやすい，数量化しやすい，研究対象にたりやすい性質があるこ

とと，r感じ」はよく見えない曖昧たこと（しかし重要なこと）で，数量化しにくい，研究対

象にたりにくい性質があることが重なったと考えられる。つまり，誰の目にもよく見え，誰に

も受け入れやすい性質のある技の仕方の「形」を客観化した（あとで考察する）傾向と，よく

見えない曖味なことである「感じ」を自分にとって，その個にとってどうたのかと観る主観を

軽視する傾向とから，皆に同じ指導（課題優先の指導）が多く，技のはじめからの指導（人問

優先の指導）が少なかったと考えられる。このように考えると，技のはじめからの指導とは，

その場面で，その者にとっての適切を探し出すというイメージで，いわば「臨床の知ユ5）的指

導」と，また出来そうにない者への「個に応じた指導」と言えるだろう。
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　2　「技のはじめからの指導」を実践するには

　技を指導するとは，技の仕方や指導の仕方のモデル（どちらも指導書に書かれていること，

あるいは運動研究の結果だと）があって，いわばそれを前例として，そこに教師の運動経験，

指導経験などを重ねあわせ，その学習者の状態に適するように技の仕方を伝えることが一般的

であろう。つまり，モデルが指導基準や出来たかどうかの判断基準にたるということである。

出来そうにない者が技がうまく出来たいことには，出来る者と彼らとの共存関係の問題もある

が，ここでは彼らに適するモデルがあったのかどうか，教師がモデルを彼らに適するように（彼

らが技が出来るように）伝えていたのかどうかたどの問題を考え，技のはじめからの指導を実

践するにはどうしたらよいかを考察していく。

　＜r技のはじめからの指導」のモデルを探し出すこと＞

　まず前例となるモデルはどこから来たのかを考えてみる。モデルとなることだから多くの人

が認めており，それは客観的なことだろう。技の仕方，指導の仕方，技をする時にはしてはい

けないことなどの客観的なことには，以下の三種類があると筆者は考える。

①　自然科学的に出された客観的なこと

　　技の仕方の細部を自然科学的に分析して，数量化した内容を言う。スキーのジャンプ，走

　り幅跳びなどの飛び出し角度や踏み切りで掛かる力の方向や量たとが挙げられるだろう。一ど

　れも横に並んで競う種目の技についてである。向かい合って競う種目の技は普通，課題もそ

　の条件も多様であるから，．それらの技については数量化しにくいのだろう。しかし課題，条

　件などを」定にして，それらの技の仕方の細部について一も数量化する研究を見かける。

②間主観的に共感を得た客観的なこと

　　昔から多くの人が経験（主観）的に認めあってきたことで，内容的には①に比べるとおお

　まかで幅があると考える。テニスでの速いサービスのリターンはラケットの準傭を小さくし

　て面を向けて当てるだけで振り抜かない方がうまくいくこと，グランドストロークをする時，

　ラケットを振り出す前に反動をつける（二度びき）とうまく出来ないことが多いこと，バト

　ミソトソのフォアハンドのロングサービスをする時はラケットシャフトを立て過ぎても，横

　にしすぎてもうまくできたいことなどは，まさに多くの人の間で主観的（間主観的）に共感

　を得た客観的なことであろう。例を挙げれば切りがたいだろう。

③慣習的客観（こう呼ぶことにする）

　　昔からそうなっていることで，②の内容にも似ている。しかし時代が過ぎればその矛盾に

　人々は気づき，見向きもしたくなるようたことである。例えば前転をする時，身体を鞠のよ

　うにして（回り始めから身体を鞠のようにして腰角を閉じたままだと前転が出来たい）と，

　バドミントンのハイクリアーやスマッシュのスナップは手首の前屈（現在，スナップは腕の

　内転と言われている）と，グランドストロークの指導は素振りからと，言われていたことな

　とがある。また技の仕方についてではないが，練習中の水分補給は全く駄目とされていたこ

　とたどがある。

　いずれも誰にも妥当する内容というイメージが強いようである。技の仕方や指導の仕方の客

観的なこととは，②の内容が一般的であると考えられる。しかし指導する時の裏付けとして，

②の内容も①のように数量化し，自然科学的に客観化しなければという傾向が研究分野にはあ

ると思われる。しかし細かい数値が出されても，指導現場ではあまり意味がないだろう。研究

と指導との関係は後で詳しく考察するが，特に技が出来たかどうかの判断は，測定器具を持っ
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てきて客観的た数値になっているかどうかで判断することはなく，普通，教師の主観的判断で

である。この意味からもモデルとしては②の内容が一般的であるだろう。しかし，②も誰にも

妥当する内容だけではたく，スポーツに対して様々た人間がいるのだから，せめて出来そうに

たい者の技の仕方や，彼らへの指導の仕方についての客観的たこと（モデル）も出された方が

良いと考える。誰にも妥当すると考えられていた技の仕方の客郡的なこと，いわばその技の仕

方の完成形をモデルとして指導しても，つまり技の仕方の量的なことも，うまさも同時に求め

ても，出来そうな者は多くの技において出来るようにたっていたようである。その時は客観に

学習者をはめ込むというイメージの指導でもよいのかもしれない。しかし，特に出来そうにな

い者への指導では，その場面で，その者にとっての適切を探し出すというイメージの指導が必

要と前述した。今までは出来そうにない者に適するモデルも少なく，出来そうだ者に対するモ

デル（いわば完成形）に，出来そうにたい者をはめ込む指導（課題優先の指導）傾向が強かっ

たようである。これでは彼らの能力状態からすると，技の仕方の量的なことを習い始めから彼

らに求めている傾向である。つまり，技が出来たかどうかの判断基準が，教師にとっても学習

者（出来そうにない者も含む）にとっても，幅狭い傾向があったということである。この判断

基準が幅狭い傾向は，技のはじめからの指導が少なかった要因に，また出来る者の他者感覚，

出来そうにたい者の自分感覚が育たないで，スポーツ観が狭くたった要因にもたると考えられ

る。一その技がこのように出来たいタイプの者には，このように指導したら出来るよ一うになった

という適切た方法が，教師間で主観的に共感が得られ，出来そうにたい者たちへの指導方法が

客観化されることが少たかったと思われる。それは皆に妥当する客観ではないから，それは主

観的なことだからと，教師たちはそれを出し合わだい，受け入れたいという傾向もあったのだ

ろう。技やゲームの指導において，教師たちに間主観的に共感が得られうる出来そうにたい者

への指導方法が，まだまだ埋もれているのではないだろうか。

　技の仕方の「形」の性質から，それをモデル化することは①の方法でも，②の方法でも「感

じ」をモデル化することに比べれば簡単であろう。完成形におし・ても，出来そうにたい者に適

する技の仕方の「形」においてもである。もちろん後者については，教師たちが問主観的に共

感を得てその仕方を見つければの話である。しかし技の仕方のr感じ」は，その性質から完成

形においてもモデル化は難しいだろう。そして技の量的なことの幅広さからも，出来そうにた

い者の能力状態は多様であることからも，彼らに適する技の仕方の「感じ」をモデル化するこ

とは特に難しいと考えられる。技の仕方の「形」をモデル化しやすいが，「感じ」をモデル化

しにくいことは，教師が「形」に関してそめ学習者が出来ているかどうかを比較的容易に指摘

出来るが，「感じ」に関してどうしたらよいかを指導することが難しいことを，また出来そう

にない者が「感じ」を模倣することもなかたか出来ないことを意味しているだろう。つまり，

技のはじめからの指導が少なかったことには，出来そうにたい者に適する技の仕方のr形」の

モデルも少ないうえに，「感じ」を伝える努力も少なかったことによると考えられる。極論す

れば，技の仕方の完成「形」を説明や示範をして伝えるだけで，r感じ」を伝える努力が少な

い傾向があり，彼らの自得を待つ状況があったように思える。彼らに適する技の仕方のr形」

についてはもちろん，「感じ」についても大まかな内容でいいからモデルが必要であろう。

　＜指導現場でのr主観の重要性」を認識する必要性＞

　技の仕方の客観的たこと（モデル）を伝える時の教師，学習者の主観の役割について考えて

みる。どんな客観的なことでも教師の主観を通して認識し，それをそのまま伝えようとしても
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教師の主観を通して表現（説明，図示，示範など）する。とんだ客観的なことをそのまま受け

入れようとしても学習者の主観を，まさに前述した色眼鏡を通してである。学習者の運動実施

が出来たかどうか，どのように出来ていたいかの判断も，客観的なことを基準にするとしても

教師の主観を通してである。出来そうにない者がある技をする時，力の入れ方や始動のタイミ

ング（r感じ」）が，うまい仕方からズレていることを教師は彼の運動経過を観察し，運動共感

（「他者の運動をあたかも自分でやっているようにとらえる」16〕こと）して感じ取るのも，ま

さに教師の主観を通してである。つまり，教師は技のうまい仕方を言葉だけで知っているので

はなく，身体でも知っている（身体知を持っている）のである。その出来そうにたい者の状態

に適するように指示を出すのも，課題を変更するのも客観的なことを基準にするとしても，教

師の主観を通してである。教師に幅広い実技能力がないと運動共感は出来ないし，課題の変更

も指示も出せたいだろう。学習者自身もどのように出来ていないかを主観を通して自己観察で

きたいと，教師の指示も意味をなさたいことにたろう。以上のことは，技の仕方の客観的なこ

とが，いくら研究過程を厳密にして自然科学的に出されても，また間主観的に共感を得て出さ

れても，それを伝える，それが伝わったかの過程で教師，学習者の主観が入らなければ，伝わ

らたいということである。このことはまさに客観的たことであり，指導における「主観の重要

性」を，また「指導現場の重要性」を意味しているだろう。ところが自然科学的思考法が強く，

現象学的思考法が少ない傾向から，指導現場で，主観を「意識して」大切にすることは少なか

ったように思われる。

　指導において，みんなを客観にはめ込むイメージが強く，主観の重要性が意識されていない

から，教師養成時に，将来教師にたる学生に，技のはじめからの指導方法を教えることが少な

いようである。今現在，体育教師である人が小学校，中学校，高校で学習者の時は，本稿で考

察してきたように，個々の技においてはじめからの指導を受けることは少たかっただろう。ま

た教師養成時には，普通出来そうだ者の学生集団で，どちらかと言えば彼ら自身が技やゲーム

がうまく強くできるようにたる指導一学習の雰囲気が強く，技のはじめからの指導方法を学ぶ

土とは少ないようである。小学校教師養成では多教科を受け持つ教師を養成するので，中学，

高校の体育教師養成とは多少意味合いが異なるが，小学校教師になる学生が実技能力を身につ

けるにしても，技のはじめからの指導方法を学ぶにしても，現状では時間不足があるように思

われる。教師養成時に，養成役の教師が持ちあわせている，その技のはじめからの指導方法を

学生に教え，彼らに幅広い実技能力，他者感覚を育てる必要があるだろう。あわせて，指導現

場での主観の重要性，つまり現象学的た考え方の必要性も教えるべきと考える。

　自然科学的思考法が強いことは，個々の事象の相互関係を原因・結果として結ぶ因果関係も

すべて確定できるという考え方があることを前述した。高校の保健体育の教科書に「このよう

なトレーニング（コサックジャンプ，交互兄上げだと）によって調整力が高まると，いろいろ

な運動やスポーツを意識せずにしょうずにおこたうことができるようになる」17）とあること

は，また俗に言われる「体力がないとスポーツは出来ない」（体力が基礎）ということは，個

々の事象の因果関係を確定できるという考え方を示しているだろう。しかも一原因一結果の関

係で見ている傾向が強いようである。体力（力）のうまい使い方（「感じ」）を伝える努力をあ

一まりしないで，体力がたいとスポーツが出来たいと強調すれば，スポーツには体力（力）がい

るというイメージを，特に出来そうにたい者は必要以上に持ち，技の仕方のr感じ」を身につ

けることに，マイナスの影響を受けると思われる。つまり，彼らの自分感覚が育ちにくいとい
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うことである。体力の量が多いことも大切だが，もっとその使い方のうまさに重要た意味があ

る。しふも，体力はそのうまい使い方を身にづけようとしている練習過程でも，うまい使い方

をしてスポ二ツをしている過程でも「ついてくる」ものであ乱この体力とスポーツの関係に

おいても，自然科学的思考法だけではよくないことを，将来教師にたる学生に教える必要もあ

るだろう。

　＜運動研究を指導実践につながる研究にする必要性＞

　教師ξ学習者が主観を出し合う必要がある指導現場と，一個人の主観的判断を退け誰にも妥当

する技の仕方の客観を出そうとする傾向のある自然科学的運動研究とは，乖離傾向があったと

考えられる。自然科学的に出された客観は信じなければという傾向があればなおのことであろ

う一。技の仕方について自然科学的に客観を出すことを否定はしない。しかし，教師と学習者が

それぞれの主観を大切にする指導（特に技のはじめからの指導），学習が少ないから，研究と

指導現場との「根拠関係が逆転」18）しているとも考えられるだろう。それはともかく研究と指

導との乖離傾向は，技のはじめからの指導を少なくする一つの要因とも考えられる。筆者の経

験を述べる。ある研究会で，出来そうにない者へのテニスのグランドストロークの指導方法を

発表した。出来そうにない者が一気にラケットを振り出すと打球がどこへ飛ぶかわからたいで，

相手もその出来そうにたい者に打ちやすい打球を返してくれないで，もう練習場面が生まれた

い可能性が高い。それに対して，来ているボールにrスゥーとゆっくり」ラケットを振り出す

タイミングを身につけ，お互いが相手がもう一度打てそうな打球を打てることが大切であると

いう主旨の指導方法を発表した。ある人に「スゥーとゆっくりという表現は科学的でない」と

言われ，また別の人に「その表現では他の教師が指導出来たいだろう」とも言われたことがあ

る。スゥーとゆっくりという表現は確かに自然科学的な表現ではない。しかしこれらの指摘が，

例えば秒速Amの打球がBmのところへ来たら秒速Cmで振り出せというようた意味なら，人

間を同じ感覚器官から同じ情報が入るのだから皆同じように感じ取ると捉えていることになろ

う。つまり，人問はスピード感覚，打球に対する予測能力，癖の動き，テニスに対するイメー

ジ，授業観，スポーツ観たとがそれぞれ異なる「現象的身体」19）（前述のあらゆる主体の身体

性や価値評価が同じことはないこと）であるのに，時間，空間を数量化，均質化して指導しよ

うとしていることである。スゥーとゆっくり振り出すことに惇，極論すれば無隈の段階があり，

指導場面においては教師とその出来そうにない者との主観の間で，その場面で彼にとっての適

切な振り出しのタイミングを探し出すことが，筆者が主張している指導現場での主観の重要性

である。つまり，技の仕方の細部を数量化して，客観化しても，革を指導する時に，その場面

で，その出来そうにない者にとっての適切を，教師，学習者の主観をもって探し出すというイ

メージには程遠いからである。

　もっと指導実践に繋がる研究が必要と考える。最近，出来そうにない者への指導マニュアル

（モデル）が出される研究がある。それは進歩と考えられるが，マニュアル通りに指導する（教

師が主観を生かさない）なら，今までと同じ問題が起こるだろう。つまり，出来そうにたい者

の中の，より出来そうにたい者が，技が出来るようにたるには困る・ということである。研究と

指導との乖離傾向は，身体知であるスポーツを理性知で捉えられる部分だけを正確に捉えて，

身体知がすべて分かったとし，その分かったことで身体知を誰にも指導できるとしてきた傾向

があるということであろう。つまり，世の中で，もの事を自然科学的に見る見方が強く，現象

学的た見方が少ない傾向は，技のはじめからの指導を少なくし，出来そうになし一・者の現象的身
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体を作りあげることに影響し，さらには，それぞれ異なる彼らの現象的身体を教師が観ようと

したかったことにも影響しているようである。

V　ま　と　め

1）スポーツをするとは一般的にはゲームをすることで，ゲームが出来るにはそのゲームに最

低限必要た技．と，ゲームの動きがその者たりに出来る必要がある。スポーツに対して能力，

考え方たとが様々た人間がいる。レディネス不足で癖の動きを持つ，いわゆる出来そうにた

い者もいる。授業において彼らに技を，ゲームの動きを習得させる時，どうしてもそれらが

出来る者と共存させる必要がある。共存させるには，個々の技の指導において，そのクラス

で一番出来そうにたい者の能力状態にあわせた指導で，なお技の仕方の量的なことを求める

ことを控えて，先ずはうまさを求める指導をそのクラスの学習者全員に，つまり，みんなに

対して「技のはじめからの指導」をする必要がある。

2）どの学校段階のどの授業でも，みんたに対して「技のはじめからの指導」から始めること

は，以下のことによい影響を与える。出来そうにたい者に，技の仕方のうまさと量的なこと

　との関わりを自分の能力状態からどのように求められるかを感じ取る「自分感覚」が育つこ

と。すぐ技が出来そうだ者，もう技が出来ている者に，出来そうにない者の技が出来たい気

持ちたどを含めての感じを感じ取れることに繋がるようた「他者感覚」が育つことと，幅広

い実技能力が身につくこと。出来そうにない者と出来る者とが，技，ゲームの仕方の習得時

に共存でき，スポーツ教育全体で「指導の一貫性」が保たれること。社会でより多くの人が

スポーツ的自立をするには，スポーツをする人の多くが共存出来る幅広い実技能力，幅広い

スポーツ観（技やゲームの仕方に幅広さがあることを実感していること）を持つ方がよく，

それらを多くの人が持つこと。

3）スポーツ教育最後の段階が終わってもスポーツ的自立に繁りにくい学習者が少なからずい

る問題がある。この問題は，スポーツ教育全体で幅広いスポーツ観を育てていたいことに関

わり，また出来る者，出来たい者を含めて学習者全体に関わっている。そしてこの問題の主

要因が，どの学校段階でも，みんなに対して「技のはじめからの指導」から始めることが少

ないことにある。これらのことに，ほとんど気づかれていたいことが「スポーツ教育全体の

問題性」と考える。

4）技の仕方を伝えるには，技の体力の「形」と「感じ」を伝える必要がある。速い動きや複

雑な動きでない限り，「形」は説明し，示範をすると大抵の学習者に分かることである。ス

イングの軌跡やスイング中のインパクトポイントだと「運動経過を含む形」セ，外から見ら

れることである。一方，「感じ」は説明をしても，示範をしても学習者に伝わりにくく，外

から見るだけで分かる内容ではなく，いわば感じ取る内容である。力の入れ方のタイミング，

入れ加減，．始動のタイミングたどである。「形」と「感じ」は一体関係だが，技がうまく出

来るためには，どちらかと言えば「感じ」がうまく表現できるとr形」もうまく表現でき，

枝もうまく出来るという関係が強いようである。出来そうにない者に技の仕方を伝えるには，

量的なことを控えて，先ずはうまさを伝える必要がある。彼らの能力状態は多様で，その多

様さに適するうまさを伝えるように「感じ」を伝える必要がある。この多様さに適するうま

　さと「感じ」をどのように判断するかは，また「感じ」をどのように伝えるかは，技の仕方
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のモデル（客観的なこと）を基準にするにしても，教師の主観に任される面が大きい。

5）今まで人間は，事がらに関して個人の主観的判断に関係なく誰にも妥当するr客観それ自

体」があると考え（自然科学的狂考え方），主観と主観の間で相互了解の努力によって客観

が導かれると考える（現象学的な考え方）ことは少なかった傾向がある。この傾向は，客観

はよく目に見える確かなこと，多数が認めることで，人間一般にとって受・け入れやすいとい

　うイメージを，」方，主観は目に見えにくい曖昧たこと，個人的なことで人間一般にとって

あまり意味のたいことというイメージを作り出したようである。このイメージに，技の仕方

の「形」の見えやすい，数量化しやすい，研究対象にたりやすい性質と，「感じ」の見えに

　くい曖昧なととで（技をするには重要な意味がある），数量化しにくい，研究対象にたりに

　くい性質が重なり，出来る者が普通にしている技の仕方（いわば完成形）の「形」のモデル

はあるが，出来そうにたい者に適する技の仕方の「形」のモデルは少なかった。そのうえ技

の仕方の「感じ」を伝える努力も少なかったことから，「技のはじめからの指導」カミ少たか

ったと考える。極論すれば，技の仕方の完成「形」を説明，示範するだけで，出来そうにた

い者の自得を待つ指導傾向もあったようである。

6）世の中に，ものごとを自然科学的に見る見方が強く，・現象学的な見方が少ない傾向がある

ことは，「技のはじめからの指導」を少なくし，出来そうにたい者がレディネス不足の状態

を，狭いスポーツ観を，スポーツをすることに関する身体的な思いこみ（癖の動き）を持つ

などの「現象的身体」を作りあげることに影響し，さらには，それぞれ異なる彼らの現象的

身体を教師が観ようとしたかったことにも影響していると考える。
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